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1.　前報ま では洗浄 中に起るぬれ及び変形の繰返しに

よ ってもたらされ る疲労現象 としてエ クスラン，ナイ ロ

ンのような合成繊 維では強伸度，弾性 率等の低下を きた

す が， この主 因とし ては分子鎖 の切断 ならび に配向 の乱

れ等 が考えられる結果 を得て報 告した。

今 回は引き続き強力レーヨンについ てその洗浄中にお

け る損傷劣化の機 構を解明しようとした。

2.　強力 レーヨンの単繊維を 試 料 として，ラウンダー

オーメ ータ ーに よって0 ～20 時間連続処理を行って，オ

ート グラフに より強伸度及び弾性率の変化を調べる とと

もに複 屈折，平均分子量，X 線干渉図等 の結果 とあ わせ

合 成繊維 の場合 と比較検討した。

3. レーヨンの場合 には強伸度曲線に関しては合 成繊

維 とは異った挙動を示 し，ラウンダーオーメ～ターによる

処理の初期においては弾性率は処理時間と共に低 下する

が，その後弾性はかな り回復し，更に長時間処理によっ

て再び低下しはじ める。この場合平均分子量は合成繊維

の場合 と同様処理時間に従っ て低下し続けること等から

考え合 わせ てレ ーヨン と合成繊維の間に分子鎖配向等 の

微細構造 の変化に差異があるも のと考えられる ので追求

し た。


